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Research Abstract

本研究では自然現象に近い状態で落下している降雪雪片について、運動軌跡および形状を立体的に撮影し、更に解析するシステムを開発することにより、雪片の落
下運動パターンと形状との関係を明らかにすることを目的としている。このために、以下の課題を遂行した。

(1)落下中の雪片を観測するために3m(縦)×3m(横)×6(高さ)の観測塔を製作した。
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(2)高速コマ撮り(240コマ/秒)機能付きビデオシステムにより、雪片の落下運動軌跡を短い時間間隔で正確に撮影した。

(3)2方向からの高速シャッター機能付きCCDカメラにより、落下中の雪片の形状を残像の影響を受けずに撮影し、2方向の映像をビデオミキサを用いて合成した。

(4)観測装置の最下部にシリコンオルを満たしたアクリル製の箱を設置し、(2),(3)で観測された雪片をゆっくり降下させることにより、結晶の付着の様子や融解過
程の微細構造を接写撮影した。

(5)(2)〜(4)の雪片の映像はタイムベースコレクタ内蔵の録画機で録画する方式により、各雪片の同定を可能にした。

(6)雪片映像データをワークステーションと画像処理装置を使って解析することにより、雪片の形状、落下運動、雪片内部の微細構造および質量分布を定量化し、
それらの相関を解析した。その結果、個々の雪片の形状および質量分布は、落下運動パターンと密接な相関のあることが明らかになった。

本研究の成果は雪片生成メカニズムの解明に役立つものと期待される。
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